
(57)【要約】

【課題】　流れ条件が変化する場合でも、後流渦の中心

部分に逆流領域が形成されないようにする。

【解決手段】　本発明は、流体を供給される流れ通路内

の渦発生器と、このような渦発生器の後流流れを制御す

るための方法に関する。課題を解決するために本発明で

は、後流渦１１の中心部分の流れに、軸方向運動量が適

切に加えられる。そのために、本発明の好ましい実施形

では、二次流れが渦発生器２の流出口１２から、ほぼ主

流れの方向に後流渦１１の中心部分の流れに供給される

。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 流 （ １ ） の 方 向 に 延 び 、 周 り を 流 体 が 流 れ る 自 由 面 を 備 え 、 こ の 自 由 面 の う ち の 少 な
く と も ２ つ の 面 が 通 路 壁 （ ６ ） に 支 持 さ れ た 側 面 （ ３ ， ４ ） を 形 成 し 、 こ の 側 面 （ ３ ， ４
） が 流 れ 方 向 に 向 か っ て 互 い に 近 接 し て 、 鋭 角 （ α ） を な し て 共 通 の エ ッ ジ （ ７ ） で 互 い
に 接 合 し 、 こ の エ ッ ジ が 渦 発 生 器 （ ２ ） の 下 流 側 の エ ッ ジ （ ７ ） を 形 成 し 、 前 記 自 由 面 の
う ち の 少 な く と も １ つ の 面 が ル ー フ 面 （ ５ ） を 形 成 し 、 こ の ル ー フ 面 が 流 れ 方 向 に 向 か っ
て 通 路 壁 （ ６ ） か ら 鋭 角 “ θ ” を な し て 離 れ 、 か つ 側 面 （ ３ ， ４ ） と 共 に 流 出 エ ッ ジ （ ９
， １ ０ ） を 形 成 し て い る 、 流 体 を 供 給 さ れ る 流 れ 通 路 内 の 渦 発 生 器 に お い て 、 渦 発 生 器 （
２ ） が 、 発 生 し た 後 流 渦 （ １ １ ） の 中 心 部 分 の 流 れ 内 に 二 次 流 れ （ １ ３ ） を 供 給 す る た め
の 少 な く と も １ つ の 流 出 口 （ １ ２ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 出 口 （ １ ２ ） が 側 面 （ ３ ま た は ４ ） の 範 囲 に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 流 出 口 （ １ ２ ） が 流 出 エ ッ ジ （ ９ ま た は １ ０ ） の す ぐ 下 に お い て 半 分 の 弦 長 の と こ ろ に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ つ の 側 面 （ ３ ま た は ４ ） が 、 例 え ば 向 き お よ び ／ ま た は 流 量 が 異 な る よ う
形 成 さ れ た 、 異 な る 形 状 の 多 数 の 流 出 口 （ １ ２ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
２ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 出 口 （ １ ２ ） が 渦 発 生 器 （ ２ ） の 下 流 側 の エ ッ ジ （ ７ ） に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 下 流 側 の エ ッ ジ （ ７ ） が 多 数 の 流 出 口 （ １ ２ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
５ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 下 流 側 の エ ッ ジ （ ７ ） が 異 な る 形 状 の 多 数 の 流 出 口 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ６ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 出 口 （ １ ２ ） が 円 形 横 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 出 口 （ １ ２ ） が ス ロ ッ ト 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 渦 発 生 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 主 流 （ １ ） の 方 向 に 延 び 、 周 り を 流 体 が 流 れ る ３ つ の 自 由 面 を 備 え 、 こ の 自 由 面 の う ち
の 少 な く と も ２ つ の 面 が 通 路 壁 に 支 持 さ れ た 側 面 （ ３ ； ４ ） を 形 成 し 、 こ の 側 面 が 流 れ 方
向 に 向 か っ て 互 い に 近 接 し て 、 鋭 角 （ α ） を な し て 共 通 の エ ッ ジ （ ７ ） で 互 い に 接 合 し 、
こ の エ ッ ジ が 渦 発 生 器 （ ２ ） の 下 流 側 の エ ッ ジ （ ７ ） を 形 成 し 、 前 記 自 由 面 の う ち の 少 な
く と も １ つ の 面 が ル ー フ 面 （ ５ ） を 形 成 し 、 こ の ル ー フ 面 が 流 れ 方 向 に 向 か っ て 通 路 壁 （
６ ） か ら 鋭 角 “ θ ” を な し て 離 れ 、 か つ 側 面 （ ３ ； ４ ） と 共 に 流 出 エ ッ ジ （ ９ ； １ ０ ） を
形 成 し 、 流 体 が 流 出 エ ッ ジ （ ９ ； １ ０ ） の 下 流 で 一 対 の 逆 向 き の 渦 （ １ １ ） を 形 成 し 、 こ
の 渦 の 軸 線 が 主 流 （ １ ） の 軸 線 内 に あ る 、 流 体 を 供 給 さ れ る 流 れ 通 路 内 の 渦 発 生 器 の 後 流
を 制 御 す る た め の 方 法 に お い て 、 発 生 し た 後 流 渦 （ １ １ ） の 中 心 部 分 の 流 れ の 範 囲 内 に 、
軸 方 向 運 動 量 が ほ ぼ 主 流 （ １ ） の 方 向 に 加 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 二 次 流 れ （ １ ３ ） が 後 流 渦 （ １ １ ） の 中 心 部 分 の 流 れ に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 渦 発 生 器 （ ２ ） の 流 出 口 （ １ ２ ） か ら 二 次 流 体 が 渦 中 心 部 分 の 流 れ に 供 給 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 二 次 流 体 （ １ ３ ） の 流 量 が 可 変 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 二 次 流 体 が 主 流 （ １ ） に 混 合 さ れ る 成 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 二 次 流 れ （ １ ３ ） の 質 量 割 合 が 主 流 （ １ ） に 対 し て 0.1～ ５ ％ 、 好 ま し く は 0.5～ 1.5％
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 を 供 給 す る 流 れ 通 路 内 の 渦 発 生 器 と 、 こ の よ う な 渦 発 生 器 の 後 流 を 制 御
す る た め の 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 の 特 別 な 用 途 は 、 予 混 合 バ ー ナ ー 内 で 燃 料 と 空 気 の 混 合
気 を 渦 化 お よ 混 合 さ せ る こ と で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 流 体 の 混 合 区 間 を 短 縮 す る た め の 静 的 混 合 装 置 は 多 彩 な 形 状 が 知 ら れ て い る 。 比 較 的 に
小 さ な 圧 力 損 失 で 流 体 を 強 く 混 合 す る こ と が で き る こ の よ う な 混 合 装 置 の 形 状 は 、 特 許 文
献 １ の 対 象 で あ る 。 こ の 特 許 文 献 に 記 載 さ れ た 静 的 混 合 装 置 （ 以 下 、 渦 発 生 器 と 呼 ぶ ） は
、 正 四 面 体 に 似 た 形 を し 、 流 体 を 供 給 さ れ る 流 れ 通 路 の 少 な く と も １ つ の 壁 面 に 配 置 さ れ
て い る 。 渦 発 生 器 は 、 主 流 の 方 向 に 延 び 周 り を 流 体 が 流 れ る ３ つ の 自 由 面 、 す な わ ち 流 れ
通 路 内 に 向 い た １ つ の ル ー フ 面 と 、 ２ つ の 側 面 を 有 す る 。 流 れ 通 路 の 壁 に 連 結 さ れ た 側 面
は 、 互 い に 後 退 角 α を な し 、 ル ー フ 面 は 通 路 壁 に 対 し て 迎 角 θ を な し て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 再 循 環 領 域 な し に 縦 渦 を 発 生 す る こ と に よ り 、 き わ め て 短 い 混 合 区 間 の 後 で 渦 回 転 に よ
っ て 粗 混 合 が 達 成 さ れ 一 方 、 小 さ な 通 路 高 さ の 区 間 の 後 で 乱 流 に よ っ て 仕 上 げ 混 合 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 渦 発 生 器 は 製 作 が 簡 単 で 、 技 術 的 有 効 性 が 簡 単 に 達 成 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。 ３
つ の 作 用 面 の 製 作 お よ び 組 み 立 て と 、 平 ら な ま た は 湾 曲 し た 通 路 壁 と の 連 結 は 、 簡 単 な 接
合 方 法 、 一 般 的 に は 溶 接 に よ っ て 容 易 に 達 成 可 能 で あ る 。 流 れ 技 術 的 な 観 点 か ら 、 こ の 発
生 器 は 圧 力 損 失 が 非 常 に 少 な く 、 適 切 に 設 計 す る と 死 水 領 域 な し に 後 流 渦 を 発 生 す る 。 後
流 渦 の 大 き さ と 強 さ は 要 素 の 高 さ ｈ と 要 素 の 長 さ ｌ と 迎 角 θ と 後 退 角 α の 関 数 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の パ ラ メ ー タ を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 流 れ を 空 気 力 学 的 に 安 定 化 さ せ る た め の
簡 単 な 手 段 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 迎 角 θ と 後 退 角 α が 比 較 的 に 大 き い 場 合 、 後 流 渦 の 渦 度 は 、 そ の 中 心 部 分 に 低 い 流 速 の
領 域 が 形 成 さ れ る よ う に 増 大 す る 。 こ の 領 域 は 変 化 す る 流 れ 条 件 の 下 で 、 逆 流 を 形 成 し な
が ら 渦 を 破 壊 さ せ る 危 険 が あ る 。 従 っ て 、 渦 発 生 器 の 設 計 の 場 合 常 に 、 一 方 で は で き る だ
け 短 い 後 流 で 成 分 の 最 高 の 混 合 が 行 わ れ る よ う な 強 さ に 渦 を 形 成 す べ き で あ り 、 他 方 で は
低 い 流 速 の 領 域 ま た は 逆 流 が 中 心 部 分 に 生 じ る よ う な 強 さ に 渦 を 形 成 す べ き で は な い と い
う 矛 盾 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 渦 発 生 器 を 流 路 内 に 組 み 込 む こ と は 、 装 置 的 な 手 段 で あ る の で 、 こ の 組 込 み は 一 度
設 置 し た ら 変 更 不 能 で あ る 。 す な わ ち 、 持 続 的 ま た は 一 時 的 に 変 化 す る 流 れ 条 件 に 対 し て
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能 動 的 に 影 響 を 与 え る こ と は 簡 単 に は で き な い 。 こ れ は 、 渦 発 生 器 を 最 新 の ガ ス タ ー ビ ン
装 置 で 燃 料 と 空 気 の 混 合 気 を 混 合 し 渦 化 す る た め に 使 用 す る 際 、 火 炎 の 安 定 性 に 不 利 に 作
用 し 、 火 炎 位 置 の 不 所 望 な ず れ を 生 じ る こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 第 ６ ２ ３ ７ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 技 術 水 準 の 発 展 形 態 と し て 、 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 上 記 の 欠 点 が 除 去 さ れ
、 流 れ 通 路 内 の 流 れ 状 態 が 変 化 す る 場 合 に も 後 流 渦 の 中 心 部 分 に お け る 逆 流 の 発 生 が 確 実
に 回 避 さ れ 、 そ れ に よ っ て こ の 渦 発 生 器 の 使 用 範 囲 お よ び 可 変 性 が 拡 張 さ れ る 渦 発 生 器 を
提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 更 に 、 こ の よ う な 渦 発 生 器 の 後 流 を 制 御
す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 課 題 は 本 発 明 に 従 い 、 独 立 請 求 項 に 記 載 し た 種 類 の 渦 発 生 器 と 方 法 に よ っ て 解 決 さ
れ る 。 渦 発 生 器 と 方 法 の 有 利 な 実 施 形 は 従 属 請 求 項 に 記 載 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 基 本 思 想 は 、 後 流 渦 内 の 中 心 部 分 の 流 れ に 軸 方 向 の 運 動 量 を 適 切 に 加 え る こ と
に よ っ て 、 渦 中 心 部 分 の 軸 方 向 速 度 を 高 め る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 で は 、 こ の 軸 方 向 運 動 量 は 、 少 な く と も ほ ぼ 流 れ 方 向 に 向 い た 二
次 流 れ を 中 心 部 分 の 流 れ の 範 囲 に 直 接 供 給 す る こ と に よ っ て 加 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し い 実 施 形 で は 、 混 合 す べ き 成 分 の 一 つ が 二 次 流 れ と し て 流 路 内 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 際 、 二 次 流 れ が 渦 発 生 器 の 流 出 口 を 経 て 後 流 渦 の 中 心 部 分 の 流 れ に 供 給 さ れ る と 有
利 で あ る こ と が 判 っ た 。 二 次 媒 体 の 流 出 口 は 好 ま し く は 渦 発 生 器 の 側 面 の 範 囲 ま た は 下 流
側 の エ ッ ジ に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 際 、 二 次 流 れ は 渦 発 生 器 の １ つ の 流 出 口 か ら 中 心 部 分 の 流 れ に 供 給 し て も よ い し 、
渦 の 中 心 部 分 に 向 け た 多 数 の 流 出 口 か ら 供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 合 目 的 な 実 施 形 に よ れ ば 更 に 、 渦 発 生 器 上 に ま た は 渦 発 生 器 の 近 く に 配 置 し た
冷 却 穴 を 、 付 加 的 な 軸 方 向 運 動 量 を 加 え る た め に 適 切 に 用 い る こ と が 提 案 さ れ る 。 こ れ は
、 増 大 し た 軸 方 向 運 動 量 を 後 流 渦 の 中 心 部 分 の 流 れ に 加 え る よ う に 、 冷 却 穴 を 変 形 す る こ
と に よ っ て 達 成 可 能 で あ る 。 そ の た め に 、 流 出 口 は 、 そ の 構 造 、 例 え ば そ の 向 き お よ び 流
量 が 適 当 に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 手 段 は 、 適 当 な 流 出 口 を 形 成 し 、 二 次 流 体 を 渦 発 生 器 の 中 空 の 内 室 に 供 給
す る た め の 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 技 術 水 準 に よ る 既 設 の 渦 発 生 器 に 後 付 け す る た め の
後 付 け 手 段 と し て も 適 し て い る 。 冷 却 ま た は 混 合 の た め に 二 次 流 体 の 供 給 手 段 と 流 出 口 を
既 に 装 備 し て い る 渦 発 生 器 は 、 流 出 口 の 形 状 を 変 更 す る こ と に よ っ て 後 付 け す る こ と で き
る （ 図 ４ の ｂ と 図 ５ の ｂ 参 照 ） 。 供 給 可 能 な 二 次 流 体 の 量 を 可 変 調 節 可 能 と す る こ と に よ
り 、 本 発 明 は 一 時 的 ま た は 持 続 的 に 変 更 さ れ た 流 れ 状 態 に 積 極 的 に 対 応 さ せ る こ と が で き
る 。 そ の 際 、 二 次 流 れ の 流 量 は 非 常 に 少 な い 。 流 量 は 全 体 の 流 量 の 0.1～ ５ ％ 、 特 に 0.5～
1.5％ の オ ー ダ ー で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 図 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 、 効 果 お よ び 細 部 を 説 明 す る 。 本 発 明 に と っ て
重 要 な 要 素 だ け が 示 し て あ る 。 同 一 の 要 素 ま た は 互 い に 対 応 す る 要 素 に は 同 じ 参 照 符 号 が
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付 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ， ２ は 、 流 れ １ が 供 給 さ れ る 技 術 水 準 に よ る 渦 発 生 器 ２ の 作 用 の 原 理 を 示 し て い る
。 こ の よ う な 渦 発 生 器 ２ は 、 流 れ 方 向 に 延 び る ３ つ の 自 由 面 、 す な わ ち ２ つ の 側 面 ３ ， ４
と そ れ に 対 し て １ つ の 垂 直 な ル ー フ 面 ５ を 備 え て い る 。 こ の 自 由 面 の 周 り を 流 れ が 流 れ る
。 こ の 場 合 、 側 面 ３ ， ４ は 直 角 三 角 形 を 形 成 し 、 ル ー フ 面 ５ は 等 辺 三 角 形 を 形 成 し て い る
。 側 面 ３ ， ４ は 通 路 壁 ６ に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る が 、 こ れ は 必 須 の 前 提 で は な い 。 直 角 を
挟 む 側 面 の 辺 の 一 つ は 通 路 壁 ６ に 好 ま し く は 気 密 に 固 定 さ れ て い る 。 側 面 は 、 直 角 を 挟 む
そ の 第 ２ の 辺 が 好 ま し く は 鋭 角 α を な し て 接 合 エ ッ ジ ７ で 互 い に 接 続 し て い る 。 こ の 接 合
エ ッ ジ ７ は 同 時 に 、 渦 発 生 器 ２ の 下 流 側 の 端 部 で あ り 、 通 路 壁 ６ に 対 し て 垂 直 に 向 い て い
る 。 側 面 ３ ， ４ は ほ ぼ 合 同 で あ る 。 流 れ 方 向 に 向 け て 通 路 壁 ６ か ら 離 れ る 斜 辺 に は 、 ル ー
フ 面 ５ が 支 持 さ れ て い る 。 こ の ル ー フ 面 は 通 路 壁 ６ に 対 し て 鋭 角 の 迎 角 θ を な し て い る 。
流 れ 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 延 び る ル ー フ 面 の 接 合 エ ッ ジ ８ は 通 路 壁 ６ に 接 触 し て い る 。 両
側 面 ３ ， ４ と ル ー フ 面 ５ の 間 の 面 一 の 接 合 エ ッ ジ は 流 出 エ ッ ジ ９ ， １ ０ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 渦 発 生 器 ２ の 対 称 軸 線 は 流 れ 方 向 に 対 し て 平 行 で あ る 。 渦 発 生 器 ２ は 勿 論 、 底 面 を 備 え
て い て も よ い 。 渦 発 生 器 は こ の 底 面 に よ っ て 適 当 な 方 法 で 通 路 壁 ６ に 固 定 さ れ て い る 。 こ
の よ う な 底 面 は 渦 発 生 器 の 作 用 と は 関 係 が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 渦 発 生 器 ２ の 作 用 は 次 の と お り で あ る 。 通 路 内 の 流 れ １ は 渦 発 生 器 ２ に 達 し 、 そ の ル ー
フ 面 ５ に よ っ て 偏 向 さ れ る 。 流 出 エ ッ ジ ９ ， １ ０ を 流 れ 去 る 際 の 急 激 な 横 断 面 拡 張 に よ り
、 対 を な す 逆 向 き の 後 流 渦 １ １ が 形 成 さ れ る 。 こ の 後 流 渦 の 軸 線 は 主 流 （ メ イ ン フ ロ ー ）
の 軸 線 内 に あ る 。 渦 度 と 角 運 動 量 は 実 質 的 に 迎 角 θ と 後 退 角 α に よ っ て 決 定 さ れ る 。 角 度
が 大 き く な る に つ れ て 、 渦 度 と 角 運 動 量 が 大 き く な り 、 渦 発 生 器 ２ の す ぐ 後 に お い て 後 流
渦 の 中 心 部 分 に 、 軸 方 向 速 度 の 低 い 領 域 （ 図 ２ の 黒 っ ぽ い 面 ） が 大 き く 形 成 さ れ る 。 こ の
領 域 は “ 渦 崩 壊 ” に つ な が り 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 上 記 の 解 決 策 の 基 本 的 な 原 理 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 渦 発 生 器 ２ の 適 当 な 個 所
か ら 出 発 し て 、 中 心 部 分 の 流 れ に 影 響 を 与 え る た め に 軸 方 向 の 運 動 量 が 後 流 渦 １ １ に 加 え
ら れ る 。 そ の 際 、 二 次 流 れ １ ３ に よ っ て 渦 中 心 部 分 近 く に 付 加 的 な 運 動 量 が 発 生 し 、 こ の
運 動 量 は 旋 回 流 れ の 誘 導 作 用 に よ っ て 渦 中 心 部 分 の 範 囲 に 供 給 さ れ る 。 運 動 量 が 主 流 に 対
し て 平 行 に 向 け ら れ る と 、 渦 １ １ が 安 定 さ せ ら れ 、 後 流 が 加 速 さ れ る 。 渦 崩 壊 が 遅 れ 、 下
流 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 し た 有 利 な 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 渦 発 生 器 ２ は 側 面 ３ の 範 囲 に 、 少 な く と も １
つ の 流 体 用 の 流 出 口 １ ２ を 備 え て い る 。 こ の 流 出 口 １ ２ は 、 流 出 す る 流 体 噴 射 流 １ ３ が 後
流 渦 １ １ の 中 心 部 分 の 流 れ に 侵 入 し 、 こ の 範 囲 の 軸 方 向 速 度 を 高 め る よ う に 、 例 え ば 流 出
エ ッ ジ ９ の 下 方 に お い て 半 分 の 弦 長 の と こ ろ に 配 置 お よ び 配 向 さ れ て い る 。 後 流 渦 １ １ の
中 心 範 囲 の 流 速 を 高 め る こ と に よ り 、 渦 崩 壊 の 場 所 が 下 流 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ に は 、 二 次 流 を 供 給 す る た め の 代 替 的 な 方 法 が 概 略 的 に 示 し て あ る 。 二 次 流 を 供 給
す る た め の 少 な く と も １ つ の 流 出 口 １ ２ が 渦 発 生 器 ２ の 下 流 側 の 接 合 エ ッ ジ ７ の 範 囲 に 配
置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 流 出 口 は 渦 発 生 器 ２ の 半 分 の 高 さ 位 置 に 設 け ら れ た 円 形 の 流 出
口 で も よ い し 、 こ の 流 出 口 を こ の 範 囲 に 多 数 設 け て も よ い し 、 ス ロ ッ ト 状 の １ つ の 流 出 口
１ ２ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ か ら 明 ら か な よ う に 、 二 次 流 体 を 渦 中 心 部 分 の 流 れ に 適 切 に 連 続 噴 射 す る こ と に よ
り 、 渦 発 生 器 ２ の 後 流 内 に 均 一 化 さ れ た 速 度 域 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ に は 、 渦 中 心 部 分 の 加 速 に も か か わ ら ず 、 渦 度 が 低 下 し な い こ と が 示 し て あ る 。 渦
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発 生 器 の 下 流 で ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 そ の 際 、 例 Ａ は 渦 発 生 器 の 基 準 ケ ー ス を 示 し て い る 。
こ の 場 合 、 渦 発 生 器 は 、 低 い 流 速 の 領 域 が 後 流 内 に 形 成 さ れ る よ う に 、 迎 角 を 大 き く 形 成
さ れ て い る 。 例 Ｂ ， Ｃ は 、 本 発 明 に よ る 渦 発 生 器 の 場 合 の 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、
二 次 流 は 側 面 の 半 分 の 弦 長 か ら 供 給 さ れ る （ 例 Ｂ ） か あ る い は 下 流 側 の 接 合 エ ッ ジ か ら 供
給 さ れ る （ 例 Ｃ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 示 し た 渦 発 生 器 ２ を 対 称 に か つ 流 れ 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 置 す る と 有 利 で あ る 。 そ れ
に よ っ て 、 旋 回 作 用 の 均 一 な 渦 １ １ が 発 生 す る 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 渦 発 生 器 ２ を 非 対
称 に 形 成 す る こ と は 勿 論 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 半 分 の 渦 発 生 器 の 形 に 形 成 す
る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 後 退 角 α ／ ２ を 有 す る 両 側 面 ３ ， ４ の 一 方 だ け が 通 路 壁 ６ に
固 定 さ れ 、 他 方 の 側 面 ３ ま た は ４ は 流 れ 方 向 に 対 し て 平 行 に 向 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、
対 称 の 渦 発 生 器 ２ と 異 な り 、 逆 向 き の 対 の 渦 １ １ の 代 わ り に 、 後 退 側 に １ つ だ け の 後 流 渦
１ １ が 発 生 す る 。 そ の 結 果 、 主 流 １ に 旋 回 作 用 が 加 え ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 技 術 水 準 に よ る 渦 発 生 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 技 術 水 準 に よ る 渦 発 生 器 の 後 流 に お け る 通 路 流 れ の 速 度 （ 標 準 化 さ れ た 軸 方 向 速
度 ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 作 用 の 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ａ ， ｂ は 本 発 明 に よ る 渦 発 生 器 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ａ ， ｂ は 本 発 明 に よ る 渦 発 生 器 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 渦 発 生 器 の 後 流 に お け る 通 路 流 れ の 速 度 （ 標 準 化 さ れ た 軸 方 向 速 度
） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 渦 発 生 器 の 下 流 の 平 均 質 量 の 渦 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 　 　 　 　 主 流
　 ２ 　 　 　 　 　 渦 発 生 器
　 ３ 　 　 　 　 　 側 面
　 ４ 　 　 　 　 　 側 面
　 ５ 　 　 　 　 　 ル ー フ 面
　 ６ 　 　 　 　 　 通 路 壁
　 ７ 　 　 　 　 　 接 合 エ ッ ジ
　 ８ 　 　 　 　 　 接 合 エ ッ ジ
　 ９ 　 　 　 　 　 流 出 エ ッ ジ
　 １ ０ 　 　 　 　 流 出 エ ッ ジ
　 １ １ 　 　 　 　 後 流 渦
　 １ ２ 　 　 　 　 出 口
　 １ ３ 　 　 　 　 二 次 流 れ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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